
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

令和元年の 10 月から「いつまでもわが家で暮らしたいを支える」をテーマ

に医療・福祉に関わる専門職、サービス事業所の 17 人の方に情報のリレーを

行って頂きました。それぞれの専門職、事業所がどのようなことを願い、患者

様、利用者様を支えているのかを感じることができるものばかりでした。 

しかし、ここで一番重要になってくるのが、市民の皆さん一人ひとりの考え

です。よりよい在宅医療・介護を受けるには「自分らしい」とは？を普段から

考えておく必要があります。 

「自分らしい」とは自分が大事にする人、物、こと、考え・・・一言で言え

ば「価値観」です。「私は〇〇してもらいたい」という意思がはっきりしている

ことで、医療・介護の専門職は価値観を大事にし、個人の尊厳を守る、より最

適な医療や介護の支援を行うことができます。 

地域のサロンなどで尋ねてみると、改めて自分の価値観を考える、話し合う

ことを実践されている方はまだまだ少ないといった印象です。 

人の気持ちはゆらぐものです。それでも、自分の気持ちが向いた時、誕生日

など折にふれて自分の価値観を考えてみませんか？ 

 地域包括支援センターでは在宅医療・介護について情報をまとめたパンフレ

ットを配布しています。「価値観」を考えるポイントも少しですが紹介していま

す。かかりつけ医療機関、介護保険事業所、または、本センターまでお問合せ

下さい。 

◆プロフィール◆  

黒木美代子 

宇城市地域包括支援センター 

在宅医療介護連携推進員 

【一言】  

コロナが落ち着けば、地区のサロン等へミ

ニ講話でおじゃましたいと思っています。 

お声かけ下さい。 

「いつまでもわが家で暮らしたいをささえる」 

～支える人＠宇城市地域包括支援センター 

 



 

 

 

 

 


